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　明治 37 年、木山義喬（日野町根雨出身）は

19 歳で画家をめざし、北米に渡航しました。サ

ンフランシスコで「ヘンリー木山」と呼ばれ、ハ

ウスボーイ（雑用係）をしながら、サンフランシ

スコ美術学校で絵画を学び、数々の賞を受賞しま

した。その間の自身を含む日本人 4 人の生活を

漫画で描いたのが「漫画四人書生」。

　4 人の日本人がアメリカの家庭で雑用係をした

り、農園で働いたりする姿をユーモラスに描いて

います。日本とアメリカの文化の違いから、お風

呂で背中を流そうとしたり、高い棚から皿をとろ

うとして落として割ってしまったり、失敗して「Ｇ

ｏ　Ｈｏｍｅ」と言われながらも、明るく生きて

いく様子が、やわらかな筆遣いで一話 12 コマで

書かれ、52 編収められています。サンフランシ

スコ地震や禁酒令、万国博覧会など当時の社会状

況もわかり、興味深く読むことができます。

　この秋、国際まんが博の一環として開催され

る「となりのヘンリー木山義喬展」の前に読んで

みては、いかがでしょう？町図書館には、昭和

6 年刊の初版本 ( 禁帯 ) のほかに、2000 年に木

山輝章さん・秀子さんが作られた復刻版、今年 8

月新風書房から出版

された復刻版も入っ

ています。貸出もで

きますので、どうぞ

ご利用ください。

　（町図書館　松田）

【日野町図書館  おすすめの 1 冊コーナー】

読んでみならんかな～

　

9
月
4
日
に
第
9
回
の
町
教
育
委
員
会
を
開
き
、

次
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
9
回
委
員
会
】

議
案
①

　日
野
町
立
中
学
校
等
設
置
条
例
及
び
日
野
町
立
学
校
施
設

　
　
　
　使
用
条
例
の
一
部
改
正
の
申
し
出
に
つ
い
て

　
　
　
　久

住
分
校
を
廃
止
す
る
た
め
、
条
例
改
正
を
行
い
ま
す
。

議
案
②

　日
野
町
立
小
・
中
学
校
通
学
区
域
に
関
す
る
規
則
等
の
一

　
　
　
　部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　久

住
分
校
を
廃
止
す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

　
　
　
　

い
ま
す
。

議
案
③

　日
野
町
立
小
中
学
校
児
童
生
徒
等
に
係
る
体
育
大
会
等
選

　
　
　
　手
派
遣
費
補
助
金
交
付
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　県

外
で
開
催
さ
れ
る
大
会
の
選
手
派
遣
費
補
助
金
を
見
直

　
　
　
　

し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

議
案
④

　平
成
24
年
度
日
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
書
の
提
出
に
つ

　
　
　
　い
て

　
　
　
　9

月
議
会
に
提
出
す
る
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

　
　
　
　

た
。
内
容
は
、
久
住
分
校
の
解
体
費
用
、
黒
坂
小
学
校
体

　
　
　
　

育
館
屋
根
の
改
修
に
係
る
設
計
等
の
費
用
、
全
国
中
学
校

　
　
　
　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
の
選
手
派
遣
補
助
お
よ
び
文
化
セ
ン

　
　
　
　

タ
ー
等
の
施
設
補
修
費
で
す
。

【
次
回
の
予
定
】

　
　
　
　日
時　

10
月
2
日
（
火
）
午
前
9
時
30
分
か
ら

　
　
　
　場
所　

日
野
町
役
場
第
1
会
議
室

　
　
　
　※

会
議
は
公
開
し
て
い
ま
す
。
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
第
9
回
教
育
委
員
会
を
開
催

今月の子育ての知恵袋⑯

題：物を大切に

　法事の時、お寺の和尚さんが言われました。「仏様にあげたごは
んやお茶は、ゴミとして捨てないで、次のものにあげなさい」と。
「次のものって何ですか」と問うと、「鳥や魚、花などの生き物」と
いう答えがかえってきた。「ご仏飯は鳥や魚に、お茶は花など植物
へあげて、最後まで大切にしてください」と言われた。身の回りに
ある物を大事に取り扱いたい。　（根雨　60代　女）

「 物の大切さ、しつけ 」から

日野町「子育ての知恵袋」より

平成 24 年 3 月　町教育委員会発行

▼
教
育
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ
▲

  「漫画四人書生」ヘンリー木山義喬　著
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11
3

（土）

まんが王国とっとりの先駆け
「となりのヘンリー　木山義喬」  

図書館・ホール森の音楽隊

TEL 72-1300　FAX 72-1320

E-mail  hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

月～金　午前 9 時 30 分～午後 6 時

土・日　午前 9 時～午後 5 時

カレンダー

　○印が休館日です 10月

図書館の展示コーナー

《おはなし会と子ども狂言》
10月27日（土）
　10：15 ～　おはなし会
　11：00 ～　子ども狂言

　このほかにも楽しい企画がいっぱ
　いです。詳しくは、10 月 5 日発
　行のチラシをご覧ください。

日野川に生息する魚たち
～希少生物写真展～

10月1日（月）～10月29日（月）10 8
（月・祝）

秋のホール森の音楽隊イベント案内

10：30 開演（10：15 開場）

■講演会　「海を渡った漫画家・木山義喬」14:00 ～（入場無料）
■講　師　フレデリック・Ｌ・ショットさん（サンフランシスコ在住）

　明
地
峠
に
住
む
き
つ
ね
と
人
間
が
織
り
な
す
物
語
。

小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
28
人
の
出
演
者
が
繰
り
広
げ

る
、
涙
あ
り
、
笑
い
あ
り
の
感
動
の
舞
台
。

　乞
う
ご
期
待
！

▼
主
催

　日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
実
行
委
員
会

第
11
回
日
野
町
民
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

明
地
峠
の
ゴ
ン
ぎ
つ
ね

◆公  演  日　　10 月 14 日（日）　昼の部＝ 13：30 開演（12：45 開場）
　　　　　　　昼夜 2 回公演　　夜の部＝ 18：00 開演（17：15 開場）
◆会　　場　　町文化センター / ホール森の音楽隊
◆チケット　　高校生以上　　前売り 1,500 円（当日 2,000 円）
　　　　　　　4 歳～中学生　前売り 1,000 円（当日 1,500 円）
　※ 9 月 15 日から町図書館・町公民館などで発売開始！
　　（完売した場合、当日券は販売しないことがあります）　

10
28

（日）

生きいき “ ひの ” ふれあいまつり　
舞台発表　10:00 ～

10
19

（金）

人権啓発講演会及び第 37 回町人権・同和教育研究集会 13:00 ～
■講演会　「みんなちがって、みんないい」　
■講　師　矢崎節夫さん（金子みすゞ記念館 館長）

9
29

（土）

日野中学校吹奏楽部「秋の音コンサート」　14:00 ～（入場無料）　
主な曲目：「メモリー」「グリーンスリーブス」「風になりたい」
　　　　　ほか

◆出　　演　
　つげ  くわえさん（京都市）
◆会　　場
　ひのっこ保育所　　
◆チケット
　1 人　500 円
◆主　　催　
　親子とアートを楽しむ会「おひさま」

写真 / 矢田貝　繁明さん

図書館まつり
10月 21日（日）～11月 11日（日）

生きいき “ ひの ” ふれあいまつり協賛

　親子とアートを楽しむ会「おひさま」

0・1・2・3 歳のための

アートスタート

出演▶鈴
す ず か

鹿照
てる

さん（元宝塚歌劇団）
場所▶文化センター / ホワイエ

2012
第 3 回

日野町読む読むキャンペーン

10 月 1 日（月）～ 11 月 10 日（土）
①ほんの木②読書マラソン③読書

リレー

★子育て支援室・保育所・各小中

　学校・日野高校・公民館・下榎

　集会所・図書館に申込用紙があ

　ります。


